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当院では、正面玄関や病棟に「ふれあいの

箱」というご意見箱を設置しておりますの

で、当院に対するご意見・ご要望等ござい

ましたらご遠慮なくお聞かせください。 

理事長 前田隆史 

 

 

 

今
月
の
一
言 

〔純
心
会
理
念
〕 

信
頼
さ
れ
る
医
療 

想
い
と
優
し
さ
の
伝
わ
る
ケ
ア 

私
た
ち
は
そ
れ
を
目
指
し
ま
す 
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今
年
は
「
ま
た
か
」
と
い
う
落
胆
の
声
が
聞
こ

え
る
程
台
風
の
発
生
数
が
多
く
、
日
本
列
島
を

縦
断
し
各
地
で
建
物
の
屋
根
が
飛
ん
だ
り
土
砂

崩
れ
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。 

各
施
設
で
は
入
所
者
様
の
長
寿
を
祝
う
敬

老
会
が
行

わ
れ
、
市

長
や
町
長

も
長
寿
の

お
祝
い
に

ご
来
所
く

だ
さ
い
ま

し
た
。 

専
門
外
来 

消化器内科 前田純 河野寿明 糖尿病外来 鈴木一永 谷口洋 

消化器外科 鈴木康之 隈元謙介 泌尿器科 多田羅潔 

呼吸器外科 加藤歩 小児科 濱田嘉徳 辻正子 

 

２
０
１
８
年
９
月
現
在
、
日
本
で
の
１
０
０
歳

以
上
の
人
口
は
、
昨
年
よ
り
も
２
０
１
４
人
増

え
て
６
万
９
７
８
５
人
で
、
そ
の
内
女
性
が
約
９ 

 
 

 
 

 

割
を
占
め
て
お 

り
ま
す
。
ち
な 

み
に
香
川
県
の 

１
０
０
歳
以
上 

の
人
口
は
８
１ 

８
人
で
す
。 

 

 

平成 30 年 10 月 診療予定表 

（午前：9:00～12:00 午後：3:00～6:00）   ※予告無く変更となる場合があります。 

日 曜日 
午前診 午後診 

糖尿病 当直 
内科・一診 内科・二診 内科・三診 小児科 内科・一診 内科・二診 内科・三診 

1 月 前田純 前田隆 加藤 濱田 前田純 多田羅   竹﨑 

2 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野   河野 

3 水 岸 多田羅 佐尾山 濱田 岸    岸 

4 木 佐尾山 多田羅  辻 佐尾山 隈元   山田 

5 金 前田隆 多田羅 佐尾山 辻 佐尾山    渡部 

6 土 前田純 鈴木康  濱田 前田純   谷口 高橋 

7 日 休 診（日直 高橋） 渡部 

8 月 休 診（日直 竹﨑） 竹﨑 

9 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野   河野 

10 水 岸 多田羅 佐尾山 濱田 岸    岸 

11 木 佐尾山 多田羅  辻 佐尾山 隈元   山田 

12 金 前田隆 多田羅  辻 佐尾山   鈴木一 渡部 

13 土 前田隆 鈴木康  濱田 前田隆    桑原 

14 日 休 診（日直 桑原） 新津 

15 月 前田純 前田隆 加藤 濱田 前田純 多田羅   竹﨑 

16 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野   河野 

17 水 岸 多田羅 佐尾山 濱田 岸    岸 

18 木 佐尾山 多田羅  辻 佐尾山 隈元   山田 

19 金 前田隆 多田羅  辻 佐尾山   鈴木一 新津 

20 土 前田純 鈴木康  濱田 前田純   谷口 桑原 

21 日 休 診（日直 桑原） 新津 

22 月 前田純 前田隆 加藤 濱田 前田純    竹﨑 

23 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野   河野 

24 水 佐尾山 多田羅  濱田 佐尾山     

25 木 佐尾山 多田羅  辻 佐尾山 隈元   山田 

26 金 前田隆 多田羅  辻 佐尾山    本田 

27 土 前田隆 鈴木康  濱田 前田隆    桑原 

28 日 休 診（日直 藤原） 桑原 

29 月 前田純 前田隆 加藤 濱田 前田純 多田羅   竹﨑 

30 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野   河野 

31 水 岸 多田羅 佐尾山 濱田 岸    岸 

 

 

 
 

も
お
祝
い
に
来
て
い
た 

だ
き
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々 

異
常
気
象
に
み
ま
わ
れ
、
豪
雨
、
地

震
、
台
風
等
々
と
痛
め
つ
け
ら
れ
た
日

本
で
す
が
、
こ
の
地
方
は
今
の
と
こ
ろ

大
き
な
被
害
は
な
く
、
秋
の
日
々
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
お
宅
は
大
丈

夫
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。 

先
日
末
の
新
聞
記
事
に
、
韓
国
紙
の

ニ
ュ
ー
ス
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
安
倍
首
相
を
中
央
に
、
向
か

っ
て
左
に
父
方
の
祖
父
安
倍
寛
氏
、
向

か
っ
て
右
に
母
方
の
祖
父
岸
信
介
元

首
相
の
写
真
を
並
べ
た
記
事
で
し
た
。

父
方
の
祖
父
の
安
倍
寛
氏
は
、
軍
閥
主

義
を
批
判
し
衆
議
院
議
員
も
務
め
た

気
骨
の
人
で
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

平
和
主
義
者
だ
っ
た
安
倍
寛
氏
の

路
線
を
踏
ま
ず
、
岸
信
介
氏
の
宿
願
だ

っ
た
憲
法
改
正
を
実
現
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
隣
国
の
韓
国
や
中
国
か
ら

見
れ
ば
「
日
本
軍
国
主
義
で
侵
略
、
植

民
地
支
配
を
経
験
し
て
お
り
、
や
は
り

不
安
な
目
で
見
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
戦
争
に

傾
く
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。
や

は
り
戦
争
を
知
ら
な
い
日
本
国
民
全

員
が
そ
の
こ
と
を
危
惧
し
て
生
活
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

皆
様
は
い
か
が
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。  

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続
け
て
い
る
と
近
視
が
進
む
原
因
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
時
々
遠
く
を
見
て
目
を
休
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

仕
事
で
パ
ソ
コ
ン
作
業 

を
し
て
い
る
方
は
１
時
間 

ご
と
に
５
～ 

分
の
休
憩 

を
取
り
、
遠
く
の
景
色
を 

眺
め
た
り
、
目
を
閉
じ
た 

り
す
る
な
ど
の
対
策
が
考 

え
ら
れ
ま
す
。 

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
な
ど
が 

好
き
な
子
供
に
は
、
近
視 

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る 

た
め
に
親
御
さ
ん
が
注
意 

し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。 

時
間
を
制
限
す
る
か
、 

～ 

分
や
っ
た
ら
少
し 

遠
く
を
見
る
な
ど
、
親
御 

さ
ん
が
声
を
か
け
て
あ
げ 

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

勉
強
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
物
事
に
集
中
す
る

あ
ま
り
、
つ
い
対
象
と
の
距
離
が
近
づ
く
と
、

姿
勢
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
ま

た
、
寝
転
が
っ
て
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
読
書
を

す
る
こ
と
で
、
斜
め
か
ら
見
る
こ
と
に
な
り
、

左
右
の
目
と
の
距
離
感
に 

差
が
出
て
、
左
右
の
視
力 

が
変
わ
り
、
も
の
が
ぼ
や 

け
て
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

 

普
段
の
生
活
の
中
に
目
の
疲
労
を
引
き
起

こ
す
原
因
が
あ
る
た
め
、
労
働
環
境
だ
け
で
は

な
く
自
己
管
理
に
よ
る
目
の
健
康
を
維
持
す

る
努
力
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
目
の
健
康
を
守
る
た
め
に
は
次
の
点

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

【
作
業
環
境
で
の
注
意
】 

○
画
面
と
目
の
距
離
は 

㎝
以
上
あ
け
る
。 

○
視
線
が
や
や
下
向
き
に
な
る
角
度
に
す
る
。 

○
反
射
し
に
く
い
位
置
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を 

置
く
。 

○
椅
子
に
深
く
腰
か
け
背
も
た
れ
に
背
を
十 

分
に
当
て
、 

足
の
裏
全
体 

が
床
に
接
す 

る
よ
う
に
。 

○
適
度
に
体
を 

動
か
し
て
、 

緊
張
を
ほ
ぐ
す
。 

【
生
活
環
境
で
の
注
意
】 

○
目
に
負
担
を
か
け
な
い 

時
間
を
作
り
、
目
を
休 

め
る
。 

○
寝
る
前
に
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト 

フ
ォ
ン
を
み
な
い
よ
う
に
す
る
。 

○
眼
鏡
や
コ
ン
タ
ク
ト
は
度
の
あ
っ
た
も
の 

を
選
ぶ
。 

ど
の
よ
う
な
病
気
？ 

 
 

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
よ
う 

に
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
キ 

ー
ボ
ー
ド
な
ど
で
構
成
さ 

れ
て
い
る
も
の
をV

D
T

(

ビ 

ジ
ュ
ア
ル
・
デ
ィ
ス
プ
レ 

イ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル)

と
い
い 

ま
す
。V

D
T

症
候
群
と
は
、 

そ
の
機
器
を
使
用
し
た
デ 

ー
タ
入
力
作
業
や
、
液
晶 

な
ど
の
画
面
を
見
な
が
ら 

作
業
を
長
時
間
続
け
る
こ
と
で
、
目
や
体
、
心

に
支
障
を
き
た
す
病
気
の
こ
と
で
す
。 

 

 

 

吉田
よ し だ

 三奈
み な

（看護師） 

今年の 7月より病棟に異動になりました吉田三奈と申します。 

病棟勤務は初めてで、ご迷惑をおかけすることもあると思いますが、患者様の

声にしっかりと耳を傾けて一所懸命頑張りたいとおもいます。 

今後ともどうぞよろしくお願い致します。 

大前
おおまえ

 望未
の ぞ み

 （看護師） 

今年の 4 月から入職し現在外来で勤務させていただいております大前望未と申

します。 

何かと不慣れでご迷惑をおかけする点も多いですが、笑顔を忘れず元気に頑張

っていこうと思います。 

今後ともどうぞよろしくお願い致します。 

 

 

予
防 

症
状 

 
V

D
T

症
候
群
の
症
状
は
、
年
齢
や
性
別
に

よ
っ
て
症
状
に
違
い
が
あ
り
、
個
人
の
感
じ
方

な
ど
も
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
判
断
が
難

し
く
な
り
ま
す
。 

症
状
と
し
て
は
、
眼
の
痛
み
、
ド
ラ
イ
ア
イ

の
他
、
肩
や
首
、
背
中
の
痛
み
、
手
の
し
び
れ
、

充
血
、
睡
眠
不
足
、
思
考
の
低
下
。
ま
た
、
そ

れ
に
対
し
て
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
身
体
や

心
の
不
調
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

【
目
の
症
状
】 

目
の
疲
れ
、
視
力
低
下
、 

か
す
み
目
、
物
が
ぼ
や
け
て 

見
え
る
、
痛
み
、
充
血
、
ま 

ぶ
た
の
痙
攣
、
ド
ラ
イ
ア
イ 

な
ど
で
す
。 

【
身
体
の
症
状
】 

 

首
や
肩
の
こ
り
、
倦
怠
感
、 

か
ら
肩
や
腕
に
か
け
て
の
痛 

み
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。 

慢
性
的
に
な
る
と
、
背
中 

の
痛
み
や
手
指
の
し
び
れ
な 

ど
、
様
々
な
症
状
に
つ
な
が 

り
ま
す
。  

【
心
の
症
状
】 

 

頭
痛
、
疲
労
感
、
イ
ラ
イ
ラ
、
抑
う
つ
症
状
、

不
眠
、
無
気
力
状
態
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

40 

15 

 

 

 

原
因 

 
V

D
T

症
候
群
の
原
因
は
、 

目
の
酷
使
、
長
時
間
同
じ
姿 

勢
で
い
る
こ
と
に
よ
る
血
流 

不
良
、
眼
や
身
体
の
不
調
に 

よ
る
心
的
ス
ト
レ
ス
で
す
。 

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
な
ど 

の
モ
バ
イ
ル
端
子
、
ゲ
ー
ム 

機
な
ど
の
見
す
ぎ
は
視
力
低 

下
の
原
因
と
な
り
、
近
く
の 

も
の
を
長
時
間
見
続
け
る
と 

き
は
、
時
々
目
を
休
め
る
の 

が
大
切
に
な
り
ま
す
。 

近
く
の
も
の
を
長
時
間
見 
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マンナン（食物繊維）効果でダイエットに『さといも』 
 

給食 

さといもと豚肉の照り焼き 

【作り方】 

1.さといもは皮をむいて一口大に切り茹でる。火が通ったさといも

の水気をとり豚肉といっしょに表面に片栗粉をまぶす。 

２.タレの材料を混ぜ合わせておく。 

3.フライパンに油をひき豚肉を焼く。豚肉が焼けたらさといもを入

れ少し炒め、混ぜておいたタレを入れからめる。 

4.とろみが出てきたら好みのところで火を止め完成♪ ●●● ●●● 

【材料】（２人分） 

さといも・・・４個、豚肉（こま切れ）・・・１５０ｇ、片栗粉・・・大さじ２～３ 

≪タレ≫ 酒、みりん、しょうゆ・・・各大さじ２、砂糖・・・大さじ１と１/２ 

 

 

今日では、「いも」といえばじゃがいもが主流ですが、ひと昔前はさといものことを指していました。さとい

ものネバネバ成分のひとつはムチンと言われ、オクラなどにも含まれており胃や腸の粘膜を強化します。食物繊維は

マンナンと言われ、胃の中で膨張するため満腹感が得られます。さといもを手で触ると痒くなることがありますが、

これはシュウ酸という成分でタケノコやほうれん草に多く含まれています。茹でて調理するとシュウ酸は減少します。 

【雑学】 


